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東京海上・米国政策関連株式ファンド（為替ヘッジあり）＜愛称 アメリカン・スピリッツ＞ 

 
東京都千代田区丸の内１－８－２ 鉃鋼ビルディング 

お問い合わせ窓口 

東京海上アセットマネジメント サービスデスク 0120-712-016 

受付時間：営業日の９時～17時 

https://www.tokiomarineam.co.jp/ 

 

 

 

 
 

東京海上・米国政策関連株式ファンド

（為替ヘッジあり） 

＜愛称 アメリカン・スピリッツ＞ 

 

満期償還 運用報告書（全体版） 
 

第20期（決算日 2022年４月22日） 
第21期（償還日 2022年７月22日） 

 

 

受益者のみなさまへ 

毎々、格別のご愛顧にあずかり厚くお

礼申し上げます。 

さて、「東京海上・米国政策関連株式

ファンド（為替ヘッジあり）＜愛称 ア

メリカン・スピリッツ＞」は、このた

び、2022年７月22日をもちまして満期

償還となりました。ここに、運用経過

と償還の内容をご報告申し上げます。 

長年のご愛顧に対し厚くお礼申し上げ

ますと共に、今後とも当社ファンドに

つきましてお引き立てを賜りますよう

お願い申し上げます。 

 

 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商品分類 
追加型投信／海外／株式 

（課税上は株式投資信託として取扱われ
ます。） 

信託期間 2017年３月10日から2022年７月22日 

運用方針 

信託財産の成長をめざして運用を行い
ます。原則として、為替ヘッジを行うこ
とにより、為替変動リスクの低減を図り
ます。 

主要投資 
対 象 

東 京 海 上 ・ 
米 国 政 策 関 連 
株 式 フ ァ ン ド 
（為替ヘッジあり） 

「東京海上・米国政策関連
株式マザーファンド」を
主要投資対象とします。 

東 京 海 上 ・ 
米 国 政 策 関 連 
株式マザーファンド 

米国の金融商品取引所に
上場されている株式（これ
に準ずるものを含みま
す。）を主要投資対象とし
ます。 

投資制限 

東 京 海 上 ・ 
米 国 政 策 関 連 
株 式 フ ァ ン ド 
（為替ヘッジあり） 

・株式への実質投資割合
には制限を設けません。 

・外貨建資産への実質投
資割合には制限を設け
ません。 

東 京 海 上 ・ 
米 国 政 策 関 連 
株式マザーファンド 

・株式への投資割合には
制限を設けません。 

・外貨建資産への投資割
合には制限を設けま
せん。 

分配方針 

毎決算時に、原則として、経費控除後の
繰越分を含めた配当等収益および売買益

（評価益を含みます。）等から、基準価額
の水準、市況動向等を勘案して分配を行
う方針です。ただし、分配対象額が少額
の場合等には、収益分配を行わないこと
があります。 
収益の分配に充当せず、信託財産内に留
保した利益については、運用の基本方針
に基づいて運用を行います。  
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原則、各表の数量、金額の単位未満は切り捨て、比率は四捨五入で表記していますので、表中の個々の数字の合計が合計欄の値と一致し

ない場合があります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。 

また、－印は組み入れまたは売買がないことなどを示しています。  

 

○最近10期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

株   式 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 円 銭 円 ％ ％ 百万円 
12期(2020年４月22日) 7,253    0 △25.9 95.0 93 

13期(2020年７月22日) 9,303    0 28.3 98.1 160 

14期(2020年10月22日) 10,060    0 8.1 96.7 130 

15期(2021年１月22日) 10,612    2,000 25.4 95.3 116 

16期(2021年４月22日) 10,593    500 4.5 95.8 105 

17期(2021年７月26日) 10,647    0 0.5 98.7 109 

18期(2021年10月22日) 10,703    500 5.2 99.6 93 

19期(2022年１月24日) 9,516    0 △11.1 97.6 79 

20期(2022年４月22日) 9,112    0 △ 4.2 98.6 65 

(償還時) (償還価額)     
21期(2022年７月22日) 8,245.90 － △ 9.5 － 48 

 
（注） 基準価額の騰落率は分配金込みです。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」は実質比率を記載しています。 

 

○当作成期中の基準価額と市況等の推移 

決 算 期 年 月 日 
基 準 価 額 株   式 

組 入 比 率  騰 落 率 

第20期 

(期  首) 円 銭 ％ ％ 
2022年１月24日 9,516    － 97.6 

１月末 9,468    △ 0.5 99.8 

２月末 9,441    △ 0.8 99.5 

３月末 9,679    1.7 98.3 

(期  末)    
2022年４月22日 9,112    △ 4.2 98.6 

第21期 

(期  首)    
2022年４月22日 9,112    － 98.6 

４月末 8,746    △ 4.0 99.6 

５月末 8,716    △ 4.3 98.7 

６月末 7,897    △13.3 100.2 

(償還時) (償還価額)   
2022年７月22日 8,245.90 △ 9.5 － 

 
（注） 騰落率は期首比です。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」は実質比率を記載しています。 
 

当ファンドにベンチマークはなく、また当ファンドの運用方針に対して適切に比較できる指数もないため、ベンチマーク、参考指数を記載
していません。 
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○運用経過 (2022年１月25日～2022年７月22日) 

■作成期間中の基準価額等の推移 
 

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 

（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注） 分配金再投資基準価額は、作成期首（2022年１月24日）の値が基準価額と同一となるように指数化しています。 

 

◇基準価額の主な変動要因 
プラス要因 

・ロシアとウクライナ間の停戦に向けた動きに対する期待の高まり 

 

マイナス要因 

・ロシアのウクライナ侵攻による地政学的リスクの高まり 

・FRB（米連邦準備制度理事会）による金融引き締め懸念の高まり 
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■投資環境 
当作成期の米国株式市場は下落しました。 

作成期初は、ウクライナ情勢の緊迫化を受けて投資家のリスク回避姿勢が強まったほか、FRBによる金融引き締めへの懸

念が高まったことから、米国株式市場は下落基調となりました。その後、ロシアとウクライナ間の停戦に向けた動きへの期

待が高まり米国株式市場は一時的に反発する局面があったものの、作成期末にかけて米国CPI（消費者物価指数）が事前予

想を上回ったことでFRBが利上げを積極化させるとの懸念が高まり、米国株式市場は下落基調で推移しました。 

 

■ポートフォリオについて 
＜東京海上・米国政策関連株式ファンド（為替ヘッジあり）＞ 

「東京海上・米国政策関連株式マザーファンド」を主要投資対象とし、高位の組入比率を維持しました。また、マザーファ

ンドの通貨ウェイトに応じて対円で為替ヘッジを行い、為替変動リスクの低減を図りました。 

当ファンドの基準価額は、マザーファンドで保有する銘柄の値動きなどを反映し、13.3％下落しました。 

 

＜東京海上・米国政策関連株式マザーファンド＞ 

「ESG/SDGs」、「規制緩和」、「財政支出」、「通商政策」の４つの政策に着目して投資を行いました。バイデン政権はESGやSDGs

関連のルール整備、産業振興策を積極的に打ち出していくことが予想されたことから、「ESG/SDGs」関連銘柄の組入比率を

高位に維持しました。「規制緩和」については過度な米国銀行規制が緩和方向に動いている現状のトレンドが規制強化に転

じるとは想定していないものの、バイデン政権の政策方針は規制緩和に向かっていないことから、配分をゼロとしました。

「財政支出」については、バイデン政権下での実現が期待されるインフラ投資関連銘柄を組み入れました。「通商政策」につ

いてはテクノロジー保護関連銘柄を組み入れました。 

株式市場は下落したものの、為替市場における円安の進行がプラス寄与となり、基準価額は上昇しました。 

 

■当ファンドのベンチマークとの差異 
当ファンドは運用の目標となるベンチマークを設けていません。 

また、当ファンドの運用方針に対して適切に比較できる参考指数もないため、記載する事項はありません。 

 

■分配金 
当作成期においては、基準価額の水準や市況動向などを勘案して、収益分配を行わないこととしました。 

 

◇分配原資の内訳 

 （単位：円、１万口当たり、税込み） 

項 目 
第20期 

2022年１月25日～ 
2022年４月22日 

当期分配金 －  

(対基準価額比率) －％ 

 当期の収益 －  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 1,109  
 

（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 
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○設定来の運用経過 （2017年３月10日～2022年７月22日） 

■設定来の基準価額等の推移 
 

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 

（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

 

◇基準価額の主な変動要因 
プラス要因 

・企業業績が堅調に推移したこと 

・米国政府による大規模な財政刺激策と金融緩和政策 

・新型コロナウイルスの治療薬やワクチンの早期開発への期待 
 

マイナス要因 

・米中貿易摩擦をめぐる動向 

・新型コロナウイルスの世界的な感染拡大 

・ロシアのウクライナ侵攻による地政学的リスクの高まり 

・FRB（米連邦準備制度理事会）による金融引き締め懸念の高まり 
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■投資環境 
運用期間の米国株式市場は上昇しました。 

新型コロナウイルスの感染拡大前の米国株式市場は、米中貿易摩擦の動向が株価の重しとなる局面はあったものの堅調

な企業業績に支えられ、底堅く推移しました。 

新型コロナウイルスの感染拡大直後は、世界的な社会混乱や各国の感染拡大防止策が実体経済に悪影響を及ぼすとの見

方が広がり、米国株式市場は急落しましたが、その後、FRBや米国政府が大規模な経済対策を実施したことや、新型コロナ

ウイルスの治療薬やワクチンの早期開発への期待から米国株式市場は上昇に転じました。 

2022年に入ると、ウクライナ情勢の緊迫化を受けて投資家のリスク回避姿勢が強まったほか、 FRB による金融引き締め

への懸念が高まったことから、米国株式市場は下落基調となりました。 

 

■ポートフォリオについて 
＜東京海上・米国政策関連株式ファンド（為替ヘッジあり）＞ 

「東京海上・米国政策関連株式マザーファンド」を主要投資対象とし、高位の組入比率を維持しました。また、マザーファ

ンドの通貨ウェイトに応じて対円で為替ヘッジを行い、為替変動リスクの低減を図りました。 

当ファンドの基準価額（税引前分配金再投資）は、マザーファンドで保有する銘柄の値動きなどを反映し、20.3％上昇し

ました。 

 

＜東京海上・米国政策関連株式マザーファンド＞ 

トランプ政権時は、「減税」、「規制緩和」、「財政支出」の３つの政策に主に着目し、事業再編の促進や株主還元の促進、

金融規制緩和、エネルギー政策、インフラ投資などの投資テーマを選定し、その投資テーマの中で恩恵を受けると判断した

銘柄に投資しました。その後、バイデン政権に移行してからは、ESGやSDGs関連のルール整備、産業振興策を積極的に打ち

出していくことが予想されたことから、「ESG/SDGs」、「規制緩和」、「財政支出」、「通商政策」の４つの政策に着目して投資

を行いました。 

以上の運用の結果、基準価額は71.2％上昇しました。 

 

■分配金 
当ファンドの収益分配方針に基づき、基準価額の水準や市況動向などを勘案して、収益分配を行いました。各期の分配金

額につきましては、後掲の「投資信託財産運用総括表」をご覧ください。 

 

当ファンドは、2022年７月22日をもちまして償還となりました。最後に、受益者の皆さまのご愛顧に心よりお礼を申し上

げますとともに、今後とも当社ファンドにつきまして一層のお引き立てを賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 
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○１万口当たりの費用明細 (2022年１月25日～2022年７月22日) 

項 目 
第20期～第21期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 86  0.958  (a)信託報酬＝作成期間の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (44)  (0.486)  ＊委託した資金の運用、基準価額の計算、目論見書作成等の対価 

 （ 販 売 会 社 ） (41)  (0.459)  ＊購入後の情報提供、運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの 
 管理および事務手続き等の対価 

 （ 受 託 会 社 ） ( 1)  (0.013)  ＊運用財産の保管・管理、委託会社からの指図の実行の対価 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 9   0.100   (b)売買委託手数料＝作成期間の売買委託手数料÷作成期間の平均受益権口数 
＊売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 株  式 ） ( 9)  (0.100)   

（c） 有 価 証 券 取 引 税 0   0.001   (c)有価証券取引税＝作成期間の有価証券取引税÷作成期間の平均受益権口数 
＊有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金 

 （ 株  式 ） ( 0)  (0.001)   

（d） そ の 他 費 用 3   0.030   (d)その他費用＝作成期間のその他費用÷作成期間の平均受益権口数 

 （ 保 管 費 用 ） ( 2)  (0.025)  ＊保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管及び資金 
 の送金・資産の移転等に要する費用 

 （ 監 査 費 用 ） ( 0)  (0.005)  ＊監査費用は、監査法人に支払うファンドの監査に係る費用 

 合 計 98   1.089    

作成期間の平均基準価額は、8,991円です。  

 
（注） 作成期間の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出し

た結果です。 

（注） 消費税は報告日の税率を採用しています。 

（注） 各金額は項目ごとに円未満を四捨五入しています。 

（注） 売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、当ファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに

対応するものを含みます。 

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を作成期間の平均基準価額で除して100を乗じたものです。 
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東京海上・米国政策関連株式ファンド（為替ヘッジあり）＜愛称 アメリカン・スピリッツ＞ 

（参考情報） 

◯総経費率 

作成期間の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料および

有価証券取引税を除く。）を作成期間の平均受益権口数に作成期間の平均基準価額（１口当たり）

を乗じた数で除した総経費率（年率）は2.02％です。 
 

  
（注） 当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 

（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。 

（注） 各比率は、年率換算した値です。 

（注） 当ファンドの費用は、親投資信託が支払った費用を含みます。 

（注） 上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 
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東京海上・米国政策関連株式ファンド（為替ヘッジあり）＜愛称 アメリカン・スピリッツ＞ 

○売買及び取引の状況 (2022年１月25日～2022年７月22日) 

 

銘 柄 
第20期～第21期 

設 定 解 約 
口 数 金 額 口 数 金 額 

 千口 千円 千口 千円 
東京海上・米国政策関連株式マザーファンド 166 260 50,197 83,505 

 
 
 

○株式売買比率 (2022年１月25日～2022年７月22日) 

 

項 目 
第20期～第21期 

東京海上・米国政策関連株式マザーファンド 

(a) 当作成期中の株式売買金額 1,257,351千円 
(b) 当作成期中の平均組入株式時価総額 1,183,166千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 1.06   
 

（注） (b)は、各月末現在の組入株式時価総額の平均です。 

（注） (c)は、小数点以下２位未満を切り捨てています。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2022年１月25日～2022年７月22日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

○組入資産の明細 (2022年７月22日現在) 

 

 2022年７月22日現在、有価証券等の組入れはございません。 

 

 

銘 柄 
第19期末 

口 数 

 千口 

東京海上・米国政策関連株式マザーファンド 50,031 
 
 
 
  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

親投資信託残高 
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東京海上・米国政策関連株式ファンド（為替ヘッジあり）＜愛称 アメリカン・スピリッツ＞ 

○投資信託財産の構成 (2022年７月22日現在) 

項 目 
償 還 時 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

コール・ローン等、その他 49,095 100.0 

投資信託財産総額 49,095 100.0 
 
 
 

○資産、負債、元本及び償還(基準)価額の状況 

項 目 
第20期末 償 還 時 

2022年４月22日現在 2022年７月22日現在 

  円 円 

(A) 資産 130,135,850   49,095,491   

 コール・ローン等 －   49,095,491   

 東京海上・米国政策関連株式マザーファンド(評価額) 65,690,378   －   

 未収入金 64,445,472   －   

(B) 負債 65,119,168   274,422   

 未払金 64,770,400   －   

 未払信託報酬 346,852   272,879   

 未払利息 －   48   

 その他未払費用 1,916   1,495   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 65,016,682   48,821,069   

 元本 71,353,709   59,206,510   

 次期繰越損益金 △  6,337,027   －   

 償還差損金 －   △10,385,441   

(D) 受益権総口数 71,353,709口 59,206,510口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 9,112円 －   

 １万口当たり償還価額(Ｃ／Ｄ) －   8,245円90銭 
 

（注） 当ファンドの第20期首元本額は83,782,782円、第20～21期中追加設定元本額は０円、第20～21期中一部解約元本額は24,576,272円です。

（注） 上記表中の次期繰越損益金が△表示の場合は、当該金額が投資信託財産の計算に関する規則第55条の６第10号に規定する額（元本の欠

損）となります。 

（注） 上記表中の１万口当たり償還（基準）価額が、投資信託財産の計算に関する規則第55条の６第11号に規定する計算口数当たりの純資産

の額となります。 
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東京海上・米国政策関連株式ファンド（為替ヘッジあり）＜愛称 アメリカン・スピリッツ＞ 

○損益の状況 

項 目 
第20期 第21期 

2022年１月25日～ 
2022年４月22日 

2022年４月23日～ 
2022年７月22日 

  円 円 

(A) 配当等収益 －   △        48   

 支払利息 －   △        48   

(B) 有価証券売買損益 △ 2,532,646   △ 4,852,815   

 売買益 6,725,172   1,302,336   

 売買損 △ 9,257,818   △ 6,155,151   

(C) 信託報酬等 △   348,768   △   274,374   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) △ 2,881,414   △ 5,127,237   

(E) 前期繰越損益金 △ 2,918,569   △ 4,812,587   

(F) 追加信託差損益金 △   537,044   △   445,617   

 (配当等相当額) (   2,361,167)  (   1,959,199)  

 (売買損益相当額) (△ 2,898,211)  (△ 2,404,816)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) △ 6,337,027   －   

(H) 収益分配金 0   －   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) △ 6,337,027   －   

 償還差損金(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ＋Ｈ) －   △10,385,441   

 追加信託差損益金 △   537,044   －   

 (配当等相当額) (   2,361,167)  (          －)  

 (売買損益相当額) (△ 2,898,211)  (          －)  

 分配準備積立金 5,554,882   －   

 繰越損益金 △11,354,865   －   
 

（注） (B)有価証券売買損益は、各期末の評価換えによるものを含みます。 

（注） (C)信託報酬等は、消費税等相当額を含めて表示しています。 

（注） (F)追加信託差損益金は、信託の追加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分です。 

（注） 分配金の計算過程は以下の通りです。 

項 目 
第20期 

2022年１月25日～ 
2022年４月22日 

a. 配当等収益(費用控除後) 0円 

b. 有価証券等損益額(費用控除後) 0円 

c. 信託約款に規定する収益調整金 2,361,167円 

d. 信託約款に規定する分配準備積立金 5,554,882円 

e. 分配対象収益(a＋b＋c＋d) 7,916,049円 

f. 分配対象収益(１万口当たり) 1,109円 

g. 分配金 0円 

h. 分配金(１万口当たり) 0円 
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東京海上・米国政策関連株式ファンド（為替ヘッジあり）＜愛称 アメリカン・スピリッツ＞ 

○投資信託財産運用総括表 
 

信 託 期 間 
投資信託契約締結日 2017年３月10日 投資信託契約終了時の状況 

投資信託契約終了日 2022年７月22日 資 産 総 額 49,095,491円 

区   分 投資信託契約締結当初 投資信託契約終了時 差引増減または追加信託 
負 債 総 額 274,422円 

純 資 産 総 額 48,821,069円 

受益権口数 695,589,206口 59,206,510口 △636,382,696口 受 益 権 口 数 59,206,510口 

元 本 額 695,589,206円 59,206,510円 △636,382,696円 １万口当たり償還金 8,245円90銭 

毎計算期末の状況 

計 算 期 元 本 額 純資産総額 基準価額 
１万口当たり分配金 

金   額 分 配 率 

第１期 1,005,159,267円 1,004,544,495円 9,994円 0円 0％ 

第２期 992,584,282   998,543,494   10,060   100   1   

第３期 612,555,545   617,095,033   10,074   1,100   11   

第４期 493,134,116   471,842,363   9,568   0   0   

第５期 397,442,363   401,520,627   10,103   0   0   

第６期 344,460,697   312,200,052   9,063   0   0   

第７期 244,376,173   211,433,530   8,652   0   0   

第８期 246,695,317   224,655,418   9,107   0   0   

第９期 231,920,797   208,071,745   8,972   0   0   

第10期 222,046,669   198,188,039   8,926   0   0   

第11期 152,898,168   149,620,014   9,786   0   0   

第12期 128,294,753   93,054,397   7,253   0   0   

第13期 172,677,065   160,633,455   9,303   0   0   

第14期 129,559,929   130,335,515   10,060   0   0   

第15期 109,878,593   116,608,240   10,612   2,000   20   

第16期 99,571,159   105,475,596   10,593   500   5   

第17期 103,221,447   109,895,579   10,647   0   0   

第18期 87,213,392   93,348,280   10,703   500   5   

第19期 83,782,782   79,725,239   9,516   0   0   

第20期 71,353,709   65,016,682   9,112   0   0   
 
 
 

○償還金のお知らせ  

１万口当たり償還金（税込み） 8,245円90銭 
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